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一
年
生
も
三
年
生
も
五
年
生
も
、
一
つ
に
な
っ
て
遊
べ
る
子
供
会
o
 

「こ
れ
か
ら
、
お
楽
し
み
会
の
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
ん
だ
。」
と
、う

れ
し
そ
う
。
 

（お
日
様
い
っぱ
い
の
、
コ
「
三ニ
テ
ィセ
ン
タ
ー
栄
の
口
ピ
ー
で
o
 

み
ど
り
町
七
丁
目
子
供
会
）
 

い
い
顔
し

て
る

1・
 

, 
毎
号
と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

1月31日現在（ ）内は前回比、男23,698 (- 8）女26,291 (-11）計49,989 (-19）世帯16,811 (+6) 

発行五所川原市役所ノ編集企画調整課〒037 五所川原市字岩木町12番地廿(ft)35 - 2111番 

査事
広報

護

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
屯
ち
ま
す
。

Nu801 

一
年
生
も
三
年
生
も
五
年
生
も
、

一
つ
に
な
っ
て
遊
べ
る
子
供
会
。

「こ
れ
か
ら
、
お
楽
し
み
会
の
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
ん
だ
J

と、

う

れ
し
そ
う
。

(お
日
様
い
っ
ぱ
い
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
の
ロ
ビ
ー
で
。

み
ど
り
町
七
丁
目
子
供
会
)

世帯16，811(+6)

い
い
顔
し
て
る
f

ゆ

言十49，989(-19) 女26，291(-11) )内は前向上七、引23，698(-8) 

一世
庁
一

E

一昼
庁
一
J

イ

一
世
一
現

一
と
一
川

一
口
一
泊

一
人
一
月

発行五所川原市役所 /編集企画調整課干037五所川原市字岩木町12番地 宮(代)35-2111番



昨
年
制
定さ
れ
た
、
五
所
川
原
市
伝統
文
化
功
労賞
は
、
市
の
伝

統
文
化
を正
し
く
保
存
し
、
そ
の
発
展
、
伝
承
な
ど
、伝
統
文
化
の

振
興
に
著
し
＜
貢
献
の
あ
った
、
個
人
、
又
は
団体
に
対
し
て
そ
の

功
績
を
称
え
、表
彰
す
る
も
の
です
。
 

一
一月
一
日
、市
長
公
室
に於
て
市
伝統
文
化
市
民
懇
談
会
委
員
貧
」
 

島
勝
蔵
会
長
）及
び
、
関
係
者
が
出
席
し
て
、
第
ニ
回
伝
統
文
化
功

労
賞
の
表
彰
式が
行
わ
れ
、次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

戦5鞍錨叫肺餓靴端賞表拭 
料」 ” 
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斉

藤
 
和
彦
氏
 

（
六
十五
歳
）
 

五
所
川
原
市
字
下
り
枝
三
一
一
番
地
 

永
年
に
わ
たり
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
に
参画
し

て
、
そ
の
保
存
伝
承
に
努
め
る
と
と
も
に
、儀
式
や

神
楽
で
虫
を
天
に
おく
る
神
秘的
な
所
作
を
創
出
し
、
 

感
動
と
口
了
ノ
を
与
え
、祭
り
を
今
日
の
隆盛
に
導

き
ま
し
た
。
 

五
所

川
原
甚

句
保
存
会
 

千

葉
 
勝
魔
氏
 

（
六
十五
歳
）
 

寺
寿

川
需
字
旭
里
五
番
地
 

古
く
か
ら
こ
の
地
に引
き
継
がれ
て
き
た
五所
川

原
甚
句
を
郷
土
の
民
俗芸
能
と
して
昇
華
発
展さ
せ
、
 

永
年
に
わ
た
り
盆
踊
り
大
会
や
施
設
慰
問
活
動
を精

力
的
に
展開
す
る
な
ど
、伝
統
文
化
の
保
存
・発
展
 

・

継
承
に
尽く
さ
れ
ま
し
た
。
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平成6年2月15日 
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昨
年
制
定
さ
れ
た
、
五
所
川
原
市
伝
統
文
化
功
労
賞
は
、
市
の
伝

統
文
化
を
正
し
く
保
存
し
、
そ
の
発
展
、
伝
承
な
ど
、
伝
統
文
化
の

振
興
に
著
し
く
貢
献
の
あ
っ
た
、
個
人
、
又
は
団
体
に
対
し
て
そ
の

功
績
を
称
え
、
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

一
一
月
一
目
、
市
長
公
室
に
於
て
市
伝
統
文
化
市
民
懇
談
会
委
員
(豊

島
勝
蔵
会
長
)
及
び
、
関
係
者
が
出
席
し
て
、
第
二
回
伝
統
文
化
功

労
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

斉

藤

和

彦
氏

(六
十
五
歳
)

五
所
川
原
市
字
下
り
枝
三
二
番
地

永
年
に
わ
た
り
虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
に
参
画
し

て
、
そ
の
保
存
伝
承
に
努
め
る
と
と
も
に
、
儀
式
や

神
楽
で
虫
を
天
に
お
く
る
神
秘
的
な
所
作
を
創
出
し
、

感
動
と
ロ
マ
ン
を
与
え
、
祭
り
を
今
日
の
隆
盛
に
導

き
ま
し
た
。

五
所
川
原
甚
句
保
存
会

勝

虞
氏

千

葉

(六
十
五
歳
)

五
所
川
原
市
字
旭
町
七
五
番
地

古
く
か
ら
こ
の
地
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
五
所
川

原
甚
句
を
郷
土
の
民
俗
芸
能
と
し
て
昇
華
発
展
さ
せ
、

永
年
に
わ
た
り
盆
踊
り
大
会
や
施
設
慰
問
活
動
を
精

力
的
に
展
開
す
る
な
ど
、
伝
統
文
化
の
保
存
・
発
展

.
継
承
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
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敷島製パン刈谷工場 

佐
々
木
市
長
は
、
こ
の
程
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
、
愛
知
県
の
、
 

製
本
、
食
品
製
造
工
場
等
を
訪
間
、
 

当
市
出
身
の
七
十
余
名
の
季
節
従

業
員
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

工
場
内
を
見
学
、
昼
食
時
に
は

市
制
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
る
ま

ち
の
こ
と
や
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
の
完
成
も
真
近
い
こ

と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
 

季
節
従
業
員
達
は
、
ふ
る
さ
と
 

,
/
A
.
 

，
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麟
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駆
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敷島製パン犬山工場 

（株）手塚製本所 
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皆
護
ん
発
気
競
灘
い
で
い
驚
す
気
 

  

   

   

の
話
に
耳
を
傾
け
、
今
年
の
雪
の

状
況
や
家
族
の
こ
と
な
ど
を
心
配

し
な
が
ら
、
春
を
待
ち
望
ん
で
い

ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
佐
々
木
市
長
は
会
社

の
幹
部
と
懇
談
、
市
の
工
業
団
地

へ
の
誘
致
を
打
診
す
る
な
ど
、
な

か
で
も
、
誘
致
が
決
定
し
て
い
な

が
ら
工
場
の
建
設
が
遅
れ
て
い
る

鳥
羽
工
産
（
株
）
で
は
、
早
期
建

設
を
要
望
、
傍
島
社
長
よ
り
平
成
 
 

七
年
に
は
着
工
し
た
い
、
と
の
意

向
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

市
長
の
季
節
従
業
員
激
励
訪
問

は
、
昭
和
四
十
四
年
、
出
稼
ぎ
対

策
室
を
設
置
し
て
以
来
、
今
回
で

二
十
五
回
目
と
な
り
、
訪
問
し
た

会
社
は
二
百
五
十
社
、
激
励
し
た

季
節
従
業
員
は
、
約
五
千
人
と
な

り
ま
し
た
。
 

クノール食品（株） 
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品
購
事
ん
一
持
議
記
輪
開
い
て
い
翠
す
い

佐
々
木
市
長
は
、
こ
の
程
、
東

京
都
、
神
奈
川
県
、

愛
知
県
の
、

製
本
、
食
品
製
造
工
場
等
を
訪
問
、

当
市
出
身
の
七
卜
余
名
の
季
節
従

業
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

工
場
内
を
見
学
、
昼
食
時
に
は

市
制
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
る
ま
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の
こ
と
や
、
ふ
る
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と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
の
完
成
も
真
近
い
こ

と
な
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ま
し
た
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季
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の
話
に
耳
を
傾
け
、
今
年
の
雪
の

状
況
や
家
族
の
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と
な
ど
を
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し
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が
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、
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を
待
ち
望
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で
い

ま
し
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建
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に
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、
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策
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を
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二
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回
目
と
な
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、
訪
問
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た

会
社
は
二
百
五
十
社
、
激
励
し
た

季
節
従
業
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は
、
約
五
千
人
と
な

り
ま
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。
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欝難
麟綴
懇
織
 

ー
冷
害
に
打
ち
か
つ
米
づ
く
り
ー
 

鰍
脚
騰
郷
灘

轡
翻
（
糊轍
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
十
五
周
年
記
念
 

昨
年
の
大
凶
作
の
経
験
を
今
後

の
稲
作
に
生
か
そ
う
と
、
 一
月
一
一

十
四
日
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に
 

“冷
害
に
打
ち
か
つ
稲
づ
く
り
）
 

を
テ
ー
マ
に
、
農
業
関
係
者
二
百

五
十
人
が
参
加
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
米
づ
く
り
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

講
師
に
県
農
業
試
験
場
の
中
堀

登
示
光
氏
と
穴
水
孝
道
氏
を
迎
え
、
 
 

五
所
川
原
地
区
農
業
改
良
普
及
所

の
大
寺
久
蔵
氏
が
進
行
を
つ
と
め
、
 

佐
嘩
淀
一
さ
ん

（
毘沙
門
）
、
阿

部
征
弥
さ
ん

（
羽野
木
沢
）
、
野

呂
邦
雄
さ
ん

（鎌
谷
町
）
ら
三
人

の
体
験
発
表
を
も
と
に
、
こ
れ
か

ら
の
稲
づ
く
り
に
つ
い
て
土
の
質
、
 

水
の
管
理
、
肥
料
の
量
な
ど
、
多

く
の
問
題
が
出
さ
れ
、
改
善
す
る

点
な
ど
を
三
時
間
以
上
に
わ
た
り

話
し
合
い
ま
し
た
。
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
（岩
木
町
）
 

利
用
者
の
会
（平
山
末
四
郎
会
長
）
 

で
は
、
 一
月
二
十
五
日
、
来
賓
及
 
 

び
、
利
用
者
約
百
五
十
名
が
出
席

し
て
、
開
館
十
五
周
年
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。
 

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
温
泉

開
放
の
日
に
は
、
遠
い
地
区
に
、
 

温
泉
バ
ス
の
送
迎
が
あ
る
な
ど
、
 

利
用
者
（
六
十
歳
以
上
）
は
一
日

平
均
二
百
名
を
超
え
て
い
ま
す
。
 

会
長
の
平
山
さ
ん
は
 
「ひ
と
風

呂
浴
び
て
の
歌
や
踊
り
な
ど
、
「」
 

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
私
達
に
と
っ
て
、
 

最
高
の
極
楽
浄
土
で
す
。」
と
目
を
 

細
め
て
い
ま
し
た
。
 

,
 

五
所
川
原
俳
句
会
 

ふ
り
む
け
ば
な
に
も
か
も
去
り
冬

の
川
 
野

村
 
と
し

鯛
の
目
の
コ
キ
と
歯
ご
た
え
年
新

た
 
三
上
 
北

人

晴
れ
て
す
ぐ
ポ
ス
ト
が
見
え
る
雪

の
村
 

松
宮
 
梗
子

成
人
の
日
や
沿
々
と
岩
木
川
 

敦
賀
 
晴
川

成
人
祭
馳
け
出
し
そ
う
な
絵
馬
の

馬
 
成
田
 
市

子

そ
れ
ぞ
れ
に
心
の
富
む
や
成
人
祭
 

尾
崎
 
泉
草

落
葉
し
て
空
つ
つ
ぬ
け
に
陶
の
里
 

斎
藤
今
日
子

花
八
つ
手
す
べ
て
を
ま
る
く
お
さ

め
け
り
 
対

馬
 
障
子
 

ぐ

人

U
ょ
う
 

枯
野
ゆ
く
群
青
の
空
道
づ
れ
に
 

斎
藤
 
さ
だ
 

ひ
 
ば
 

成
人
の
日
や
し
ん
し
ん
と
槍
葉
の

国
 
成
田
 
千

空
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曾
意

の
花
か
④
 

平山会長 

⑥
美
術
館
建
設
費
へ
 

〇
桑
田
建
設
友
の
会
（
山
田
和
夫
会
長
）
廿
三
十
万
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
彩
一受
云

（藤
間
綾
彩
公
主
、み
ど
り
町
六
ー
六
一
）
廿
二
万
三
千
円
。
 

⑥
く
る
み
園
へ
 

〇
滝
栄
会
（
小
野
竹美
代
表
）
廿
民謡
・
舞踊
。〇
さ
く
ら
保
育
園
廿
児
童
遊
劇
。〇
五
所
川
原
保
育
園
甘
児
童
遊
劇
。
 

〇
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
弘
前
営
業
所

（
京
野拓
也
所
長
）
廿
た
ば
こ
七
十
五
個
。
 

〇
か
ね
さ
株
式
会
社
（
阿
保
定
吉
代
表
取
締
役
）

廿
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
み
そ
、
漬
物
。
 

【
 

【
 

ー
冷
害
に
打
ち
か
つ
米
"つ
く
り

1

咋
年
の
大
凶
作
の
経
験
を
今
後

の
稲
作
に
生
か
そ
う
と
、
一
月
二

十
同
日
、
中
央
公
民
館
を
会
場
に

H

冷
害
に
打
ち
か
っ
稲
事
つ
く
り
H

を
テ

l
マ
に
、
農
業
関
係
書
二
宵

五
十
人
が
参
加
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
米
事
つ
く
り
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ

イ
ス
カ
y
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。講

師
に
県
農
業
試
験
場
の
中
堀

登
示
光
氏
と
穴
水
孝
道
氏
を
迎
え
、

五
所
川
原
地
区
内
一
周
業
改
良
普
及
所

の
大
寺
久
蔵
氏
が
進
行
を
つ
と
め
、

佐
藤
定
一
さ
ん
(
毘
沙
門
)
、
阿

岬町、
ぺ

部
征
弥
さ
ん

(羽
野
木
沢
)
、
野

呂
邦
雄
さ
ん
(
鎌
谷
町
)
ら
三
人

の
体
験
発
表
を
も
と
に
、
こ
れ
か

ら
の
稲
、
つ
く
り
に
つ
い
て
土
の
質
、

水
の
管
理
、
肥
料
の
虫
な
ど
、
多

く
の
問
題
が
出
さ
れ
、
改
持
す
る

点
な
ど
を
三
時
間
以
上
に
わ
た
り

話
し
合
い
ま
し
た
。

老
人
福
祉
担
セ
ン
タ
ー
十
五
周
年
記
念

老
人
一
栴
祉
セ
ン
タ
ー
(
岩
木
町
)

利
用
者
の
会
(
平
山
末
四
郎
会
長
)

で
は
、

一
月
二
十
五
日
、
来
賓
及

善
意
の
花
か
ご

び
、
利
用
者
約
宵
五
十
名
が
出
席

し
て
、
開
館
十
五
周
年
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
の
温
泉

開
放
の
円
に
は
、
速
い
地
区
に
、

温
泉
パ
ス
の
送
迎
が
あ
る
な
ど
、

利
用
有

(六
卜
歳
以
L
L
)

は

一
日

平
均
二
百
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

会
長
の
平
山
さ
ん
は
「
ひ
と
風

呂
浴
び
て
の
歌
や
踊
り
な
ど
、
こ

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
私
達
に
と
っ
て
、

最
高
の
極
楽
浄
土
で
す
。
」
と
目
を

細
め
て
い
ま
し
た
。

平山会長

圃

圃
五
所
川
原
俳
句
会

ふ
り
む
け
ば
な
に
も
か
も
去
り
冬

の
川

野

村

と
し

鯛
の
自
の
コ
キ
と
歯
ご
た
え
年
新

た

三

と

北

人

晴
れ
て
す
ぐ
ポ
ス
ト
が
見
え
る
雪

の

村

松

宮

梗

子

成
人
の
日
や
泊
々
と
岩
木
川

敦

賀

晴

川

成
人
祭
馳
け
出
し
そ
う
な
絵
馬
の

馬

成

田

市

子

そ
れ
ぞ
れ
に
心
の
富
む
や
成
人
祭

尾
崎

泉
草

落
葉
し
て
空
つ
つ
ぬ
け
に
陶
の
里

斎
藤
今
日
子

花
八

つ
手
す
べ
て
を
ま
る
く
お
さ

め

け

り

対

馬

障

子

枯
野
ゆ
く
群
膏
の
空
道
づ
れ
に

斎

藤

さ

だ

成
人
の
日
や
し
ん
し
ん
と
櫓
葉
の

国

成

田

千

空

@
美
術
館
建
設
費
へ

O
桑
田
建
設
友
の
会

(山
田
和
夫
会
長

)
U三
十
万
円
。

@
社
会
福
祉
へ

O
彩
扇
会

(藤
間
綾
彩
公
主
、
み
ど
り
町
六
l

六

こ

H

二
万
三
千
円
。

@
く
る
み
園
へ

O
滝
栄
会
(小
野
竹
美
代
表
)
リ
民
謡
・舞
踊
。

oさ
く
ら
保
育
園
H

児
童
遊
劇
。
O
五
所
川
原
保
育
園

1
児
童
遊
劇
。

O
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
弘
前
営
業
所

(京
野
拓
也
所
長

)
H
た
ば
こ
七
十
五
個
。

O
か
ね
さ
株
式
会
社

(阿
保
定
吉
代
表
取
締
役

)
Hカ
ル
シ
ウ
ム
入
り
み
そ
、
漬
物
。
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プ
力
 
部
 

「観
音
様
参
り
も
た
の
し
く

」
 

岡
 
人
 

問
廻
 
静
で
三鯵

詳
「
『
 

ユ
二p
【H
以
 

す
c
 

殆
ど
が
商
店
経
営
な
の
で
、
思
う
よ
う
に
集
ま
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
ど
う
に
か
し
て

毎
年
欠
か
さ
ず
、
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
い
る
行
事

が
「
三
十
三
観
音
様
参
り
」
で
す
。
 

主
に
津
軽
地
方
の
、西
は
岩
崎
か
ら
東
は
浅
虫
の
あ
 

た
り
ま
で
の
遠
征
で
す
。
昨
年
は
、
六
、
七
、
九
月

の
三
回
に
分
け
て
の
お
参
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

他
、
 一
月
十
五
日
の
成
人
の
日
に
は
、
町
内
で
成
人

に
な
ら
れ
た
方
と
、
四
月
の
新
一
年
生
に
は
金
一
封

を
贈
り
お
祝
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
毎
年
一

月
に
は
全
員
参
加
の
新
年
会
が
あ
り
ま
す
。
余
興
な

ど
、
会
員
の
中
に
は
楽
し
い
企
画
了
ノ
が
居
て
、
座

も
大
い
に
盛
り
あ
が
り
、
年
々
好
評
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

「町
内
の
み
な
さ
ん
が
、
仲
よ
く
で
き
る
こ
と
っ

て
最
高
で
す
ね
。
明
る
い
主
婦
あ
っ
て
の
明
る
い
家

庭
で
す
よ
ね
。」
と
会
長
の
成
田
リ
セ
さ
ん
。
 

観
音
様
の
ご
利
益
、
こ
こ
に
あ
り
、
の
さ
わ
や
か

な
笑
顔
で
し
た
。
 

布
屋
町

・
婦
人
部
会
 

山 口 真智子さん 

（毘沙門・中熊石） 

鷹

）
必
⑩
ァ
ロ
エ
 

六
・
七
年
前
、
知
人
か
ら
頂
い
た
も
の
で
す
が
、
ほ
ん
と
う
に
大

き
く
な
り
ま
し
た
。
ニ
メ
ー
ト
ル
近
い
で
し
ょ
う
ね
。
一
昨
年
の
十

二
月
末
、
初
め
て
花
を
見
て
、
ほ
ん
と
う
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
 

ア
ロ
エ
は
寒
さ
に
弱
い
の
で
、
冬
は
家
の
中
に
入
れ
、
時
々
霧
を

吹
き
、
毎
日
様
子
を
見
て
い
ま
す
。
 

花
が
終
わ
っ
た
ら
、
来
年
の
た
め
に
、
肥
料
を
少
し
あ
げ
る
こ
と

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。
 

r
 

アロエ 

5 平成 6年2月15日 
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⑪
「
ア
口
工
」

(イ
シ
ャ
イ
ラ
ズ
)

山口真智子さん

(毘沙門・中熊石)

六

・
七
年
前
、
知
人
か
ら
頂
い
た
も
の
で
す
が
、
ほ
ん
と
う
に
大

き
く
な
り
ま
し
た
。

二
メ
ー
ト
ル
近
い
で
し
ょ
う
ね
。

一
昨
年
の
十

二
月
末
、
初
め
て
花
を
見
で
、
ほ
ん
と
う
に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

ア
ロ
エ
は
寒
さ
に
弱
い
の
で
、
冬
は
家
の
中
に
入
れ
、
時
々
轄
を

吹
き
、
毎
日
様
子
を
見
で
い
ま
す
。

花
が
終
わ

っ
た
ら
、
来
年
の
た
め
に
、

肥
料
を
少
し
あ
げ
る
こ
と

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

ア口工
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菊
地
久
子
さ
ん
は
、平
成
四
年
、
 

自
宅
に
、
在
宅
障
害
者
の
た
め
の

ふ
れ
あ
い
福
祉
作
業
所
「
「
が
る

工
房
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
 

菊
地
さ
ん
は
、
福
祉
施
設
の
教

諭
で
し
た
が
、
退
職
を
機
に
、
在

宅
障
害
者
に
、
何
か
働
く
喜
び
を
 

ー
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
県
の

福
祉
課
か
ら
、
こ
の
「
さ
を
り
織

り
」
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

織
り
機
の
簡
単
な
操
作
さ
え
覚

え
れ
ば
、
織
る
作
品
の
色
、
形
は

自
分
な
り
に
、
と
い
う
、
ま
る
で

絵
や
、
詩
、
歌
の
よ
う
に
、
自
由
 

な
発
想
で
作
品
を
創
る
こ
と
の
で

き
る
織
り
も
の
に
、
す
「
か
り
魅

せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

作
業
所
で
は
こ
れ
ま
で
も
、市

内
の
商
店
か
ら
の
要
望
で
、
お
し

ぼ
り
や
、
紙
箱
を
作
っ
て
き
た
の

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
更
に
麻

や
ウ
ー
ル
を
素
材
に
、
た
て
糸
、
 

よ
こ
糸
を
自
由
に
遊
ば
せ
、
自
分

を
織
っ
て
い
く
、
「さ
を
り
織
り
」
 

（
挑
戦
し
ま
す
。
 

昨
年
の
十
二
月
末
に
は
、
 一
般

市
民
を
対
象
に
見
学
会
を
開
き
、
 

希
望
者
に
は
「
さ
を
り
織
り
」
を
 

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

「子
ど
も
達
は
、
も
う
マ
フ
ラ
 

ー
と
か
は
、
自
由
に
創
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
織
り
も
の
は
、
教
え
る

見
本
と
か
手
本
と
か
無
い
の
で
、
 

自
分
な
り
に
で
き
る
作
品
が
楽
し

い
の
で
し
ょ
う
ね
。
生
き
生
き
し

て
る
ん
で
す
よ
。」
と
菊
地
さ
ん
。
 

創
作
す
る
喜
び
が
自
信
と
な
っ
て
、
 

社
会
（
自
由
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
く
れ
れ
ば

ー
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

見
学
者
も
思
わ
ず
夢
中
 

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
 

G
m弘
ノ
 

「さ
を
り
織
り
」
 

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
 

響
き
の
美
し
い
こ
の
織
り
も
の
を
、
自
宅
を
開
放
し
て
市
内
の
在

宅
障
害
者
へ
、ひ
と
織
り
、ひ
と
織
り
、指
導
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
 

菊地 久子さん 

（姥落・桜木267-i) 

美
術
館
建
設
へ
向
け
 

市
民
運
動
、
 一
歩
前
進
ノ
 

●
 

予
 

寿
 

各
 

 

ー
平
成
十

一
年
開
館
を
目
標
に
 

昨
年
の
＋
一
月
に
設
立
さ
れ
た
、
 

美
術
館
建
設
期
成
会
の
理
事
会
が
、
 

二
月
一
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

で
関
係
者
約
五
十
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
、
建
設
構
想
意
見
の
発

表
や
、
専
門
部
の
設
置
な
ど
、
今

後
の
活
動
方
針
等
を
検
討
し
ま
し

た
。
 

⑨
専
門
部
別
の
分
担
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。
 （敬
称
略
）
 
 

〇
啓
発
募
金
部
 

部
長
平
山
誠
敏
・
副
部
長
江
渡

詳
治
・
部
員
太
田
一
男
・
宮
野

淳

・
崎
野
清蔵
・
佐
藤
了
・
渋

谷
久
和
・
池
測
源
次
郎
・
福
井

数
夫
・
小
野
順
蔵
・
山
口
俊
輔
 

・

鈴
木
吉
子
・
対
馬
力
・
藤
田

雅
俊
・
鹿
内
恵
子
 

〇
建
設
構
想
部
 

部
長
田
中
和
弘
・
副
部
長
中谷

登
貴
雄
・
部
員
石
田
栄
市

・
川

浪
豊
登

・
田
辺
靖
彦
・
島
谷
進
 

・

高
橋
栄
・
小
野
勝
美
・
浅
見

則
昭

・
秋
元
幹
雄
・
小
林
千
代

喜

・
外
崎
稔
・
桜
庭
利
弘

・
後

藤
茂
夫
・
伊
藤
明
子
 

〇
企
画
運
営
部
 

部
長
藤
田
明
夫
・
副
部
長
山
谷

芳
弘

・
部
員長
田
房
弥

・
石
川

清
一

・
笹
昭
夫
・
浜
田
ち
か

・

中
村
恵
美
子
・
小
笠
原
栄
・
桜

庭
義
次
・
浜
田
精
耕
・
上
田佳

宣

・
吉
岡
恵
一
・
平
田
隆
一

・

高
橋
恭
子
 

h 

  

念 

美術館建設構想意見を発表する山谷芳弘氏 
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【
 

r
 

美
術
館
建
設
八
向
け

市
民
運
動
ア

一
歩
前
進
/

一
年
開
館
を
目
標
に
|

平
成
十

昨
年
の
十

一
月
に
設
立
さ
れ
た
、

美
術
館
建
設
期
成
会
の
理
事
会
が
、

二
月
一
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

l
卜

で
関
係
者
約
五
十
名
が
出
席
し
て

開
催
さ
れ
、
建
設
構
想
意
見
の
発

表
や
、
専
門
部
の
設
置
な
ど
、
今

後
の
活
動
方
針
等
を
検
討
し
ま
し

た。
専
門
部
別
の
分
担
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

~-l\ 

長

美術館建設構想意見を発表する山谷芳弘氏

O
啓
発
募
金
部

部
長
平
山
誠
敏
・

副
部
長
江
渡

辞
治

・
部
員
太
田

一
男

・
宮
野

淳

・
崎
野
清
蔵

・
佐
藤
了

・
渋

谷
久
和

・
池
淵
源
次
郎

・
福
井

数
夫
・
小
野
順
蔵
・
山
口
俊
輔

・
鈴
木
吉
子

・
対
馬
力

・
藤
田

雅
俊

・
鹿
内
恵
子

O
建
設
構
想
部

部
長
田
中
和
弘
・

副
部
長
中
谷

登
貴
雄

・
部
員
石
田
栄
市

・
川

浪
豊
登

・
田
辺
靖
彦

・
島
谷
進

・
高
橋
栄

・
小
野
勝
美

・
浅
見

則
昭

・
秋
元
幹
雄

・
小
林
千
代

喜

・
外
崎
稔

・
桜
庭
利
弘

・
後

藤
茂
夫

・
伊
藤
明
子

O
企
画
運
営
部

部
長
藤
田
明
夫
・

副
部
長
山
谷

芳
弘

・
部
員
長
田
房
弥

・
石
川

清

一
・
笹
昭
夫

・
浜
田
ち
か

・

中
村
恵
美
子

・
小
笠
原
栄

・
桜

庭
義
次

・
浜
田
精
耕

・
上
田
佳

宣

・
吉
岡
恵

一
・
平
田
隆
一

・

高
橋
恭
子

4 ・・h

「
さ
を
り
織
り
」

ご
存
知
で
し
ょ
う
か

響
き
の
美
し
い
こ
の
織
り
も
の
を
、
自
宅
を
開
放
し
て
市
内
の
在

宅
障
害
者
へ
、
ひ
と
織
り
、
ひ
と
織
り
、
指
導
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

菊
地
久
子
さ
ん
は
、
平
成
四
年
、

自
宅
に
、
在
宅
障
害
者
の
た
め
の

ふ
れ
あ
い
福
祉
作
業
所
「
つ
が
る

工
房
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

菊
地
さ
ん
は
、
福
祉
施
設
の
教

諭
で
し
た
が
、
退
職
を
機
に
、
在

宅
障
害
者
に
、
何
か
働
く
喜
び
を

!
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
県
の

福
祉
課
か
ら
、
こ
の
「
さ
を
り
織

り
」
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

織
り
機
の
簡
単
な
操
作
さ
え
覚

え
れ
ば
、
織
る
作
品
の
色
、
形
は

自
分
な
り
に
、
と
い
う
、
ま
る
で

絵
や
、
詩
、
歌
の
よ
う
に
、
自
由

菊地 久子さん

(姥7包桜木267-1)

な
発
想
で
作
品
を
創
る
こ
と
の
で

き
る
織
り
も
の
に
、
す
っ
か
り
魅

せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

作
業
所
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
市

内
の
商
庖
か
ら
の
要
望
で
、
お
し

ぼ
り
や
、
紙
新
を
作
っ
て
き
た
の

で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
史
に
麻

や
ウ
ー
ル
を
素
材
に
、
た
て
糸
、

よ
こ
糸
を
自
由
に
遊
ば
せ
、
向
分

を
織
っ
て
い
く
、
「
さ
を
り
織
り
」

へ
挑
戦
し
ま
す
。

昨
年
の
十
二
月
末
に
は
、

一
般

市
民
を
対
象
に
見
学
会
を
聞
き
、

希
望
者
に
は

「さ
を
り
織
り
」
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た。

「
子
ど
も
達
は
、
も
う
マ

フ
ラ

ー
と
か
は
、
自
由
に
創
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
織
り
も
の
は
、
教
え
る

見
本
と
か
手
本
と
か
無
い
の
で
、

自
分
な
り
に
で
き
る
作
品
が
楽
し

い
の
で
し
ょ
う
ね
。
生
き
生
き
し

て
る
ん
で
す
よ
。」
と
菊
地
さ
ん
。

創
作
す
る
喜
び
が
自
信
と
な
っ
て
、

社
会
へ
自
由
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
な

っ
て
く
れ
れ
ば
!
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

見
学
者
も
思
わ
ず
夢
中

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
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第33回低学年例会 （幼児～小3) 

観よの 

時間は 
・か，一」‘，‘・） 
ニンデ）lIでノ 

津軽グルメ食べ放題、力ラオケ、 

ラッキー抽選会、他に、もっとあるよ― 

日時 平成6年2月24日 （木） 

午後 2時～午後 4時 

場所 五所川原市本町33 五松苑 

内容 激励のことば・津軽グルメ食べ 

放題・カラオケのど自慢・ラりノ 

キー抽選会 f也 

参加費 無 料 

申し込み及び問い合わせ先 

五所川原地区雇用対策協議会 

五所川原市字敷島町37 - 7 
雪 35 - 2570 （担当・成田） 

※ 参加生徒全員にデーターキャル等 

の記念品もあります。 

主催 五所川原地区雇用対策協議会 

後援 五 所川 原 市 

ノ
・
 

、つ
 

行 ~ 

入札会をー般公開します 
3月10日から市財政部財正婦果て折テう建設：工事： 

（測量・建設コンサルタント業務委託を含む。） 

の入札会を公開します。 

傍聴を希望する人は、入札会開始時までに財

政課で手続きを済ませ、入室してください。 

定員（10人程度）になりしだい締め切ります。 

日日寺 財政課内の黒板及び、市役所正面の掲示

場に掲示します。 

（原則として火・金曜日の午後1時30分から） 

場所 原則として五所川原地区消防事務組合

五所川原消防署 2階会議室 

問い合わせ 財政部財政課契約調達係 

（内線330番） 

くるみ園（老人ホーム） 
入所者作品展示会 

日時 平成6年 3 月 9 日 （水） 

午前10時～午後 3 時 

場所 養護老人ホームくるみ園内 

（幾世森165 一 1番:1也） 

地域の皆様の作品展示コーナーもありますの

で、出品のご協力をお願いいたします。（申し込

みは 3月 2 日まで。連絡先胃(34) 2721 桜庭） 

当日は、食堂にて模擬店（うどん、生そば、才う

しるこ）を開いています。皆様お揃いでおいて二

ください。 

五所川原おやこ劇場 

〇日時 3月 2 日（水）午後 6時30分 

〇会場 五所川原市民文化会館 

〇後援 五所川原市教育委員会 

デンマークが生んだ〈童話の王様〉アン 

デルセンの4 つのお話をアニメイム・ハン 

ドマイム・ペープサートなど斬新な手法で、 

楽しいおしばいに仕上げています。 

演出は関矢幸雄、 音楽はクニ河内で小さ 

な子どもでも夢中になって観られる舞台で、 

す。 

〇お申し込みはお気軽に下記へ 

五所川原おやこ劇場事務局 

本町50 一 4 東奥日報4F 胃 34-2170 

働く婦人の家講座 

〈中高年女性の食事と栄養〉 
～大事なこの時期、毎食のバランス「ま 

とれていますか？実習と講話で皆さ 

んの食卓をチェックしてみてください～ 

講師 五所川原保健所健康増進課主幹 白崎 税 

日時 月勾戎 6年3月 2 日（水）午自111o時～午後 2日寺 

場所 働く婦人の家第1、第 3講習室 

主催 青森婦人少年室・働く婦人の家 

募集人員 30人 

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女性 

受講料 無料」（材料費は各自負担願います。500円以内） 

持参する物 ェプロン、三角巾、筆記用具 

締め切り日先着順で定員になり次第締め切ります。 

申し込みと問い合わせ 働く婦人の家容35-8898 

〈お茶花教室〉 
～躍動的なこの時期。 さわやかな 

春の彩りで心なごませてみませんか～ 

講師 花道遠州流総華督 鈴木はつ原 

日時 3月 8 日（火）午後 6時30分～8時30分 募集人

員 20名 対象者 市内に住所又は勤務先を有する女 

‘目 受講料 無料（材料費は各自負担願います） 

持参するもの ハサミ、花つつみ、花器、材料費 申し

込み締め切り日 先着順で定員になり次第締め切りま

す 問い合わせ 働く婦人の家（新町）(合35 - 8898) 

今春高校卒業のみなさん 

州1う〒就職者迫ケ励ナ傘ノ＼ 
~l！ニノしりyし月りル匂 ,;,A II」ノjノ、本’、 

, 

' 
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|入札会を一般公開します
3月 10日から市財政部財政課で行う建設工事

(訊IJs.建設コンサノレタン 卜業務委託を含む。)

の入札会を公開します。

傍聴を希望する人は、入札会開始時までに財

政課で手続きを済ませ、入室してください。

定員 (10人程度)にな りしだい締め切ります。

日時 財政課内の黒板及び、市役所正而の掲示

場に掲示します。

(原則として火 ・金l曜日の午後 1時30分から)

場所 原則 として五所川 原 地 区消防事務組合

五所川原消防署 2階会議室

問い合わ せ 財政音1I財政説契約制達係

(内線 330番)

lくるみ冨池人ホーム)
入所者作品展示会

日日寺 エド万)乙 6勾三3月 9 同 (71<.) 

午前10時~午後 3時

場所 養護老人ホームくるみ園内

(幾世森165-1番 地 )

地域の皆様の作品展示コーナーもありますの

で、出品のご協力をお願いいたします。(申し込

みは 3月 2日まで。連絡先宮 (34)2721桜庭)

当日は、食堂にて模擬問(うどPん、生そば、お

しるこ)を聞いています。皆様お揃いでおいで

ください。

| 五所川原おやこ劇場 I 

第33回 低学年例会 (幼児~小3) 

-
均
蹴
〆

包

緯

デ

2

2
、d
d

0 日日寺

0会場

3月 2日(水)午後 6時 30分

五所川原市民文化 会館

0 後援 五所川原市教育 委員会

デンマークが生んだく童話の王棟〉アン

デノレセンの 4つのお話をアニメイム ・ハン

ドマイム ・へーブサ ートなど斬新な手法で

楽しいおしぱいに仕よげています。

演出は関矢幸雄、音楽はクニ河内で小さ

な子どもでも夢中になって観られる舞台で

す。

0 お申し込みはお気軽に下記へ

五所川原おやこ劇場事務局

本 町50-4東奥日報 4F 宮 34-2170 

7 平成6年2月15日

置防E也事，.... ~草書彊

〈中高年女性の食事と栄養〉
~ 大 事な こ の 時 期、毎食のバラ ンス は

とれていますか?実 習 と 講 話 で 皆 さ

んの食卓をチェック してみてください~

講師 五所川 原保健所健康増進謀主幹 白崎 税

日 時 平 jぷ 6年 3月 21=1休)午前10時~午後 2時

場所 働く婦人の家第 1、第 3講 習室

主催 青 森 婦 人 少 年 室 ・仰jく 婦 人 の 家

募集人員 30人

対象者 市 内 に 住 所 又 は 勤 務 先 を 有 す る 女 性

受講料 無料(材料'ii:は各自負担願います。500円以内)

持参する物 エプロン、 三 角 巾、 筆記用具

締め切り目先着順で定員になり次第締め切ります。

申し込みと問い合わせ 働く婦人の家835-8898

くお茶花教室〉
~躍動 的 な こ の 時 期。 さわやか な

春 の彩 りで心 なごま せ て み ま せ ん か ~

講師 花道遠州流総華杯 鈴木はつゑ

日時 3 月 8 日(火)午後 6 時30分~8時30分 募集人

員 201'， 対象者 市内に住所又は勤務先を有する女

性 受講料 無料(材料費は各自負担願います)

持参するもの ハサミ、花つつみ、花器、材料費 申し

込み締め切り目 先着順で定員になり次第締め切りま

す 問い合わせ 働く婦人の家(新町)(835 -8898) 

今春高校卒業のみなさん

地元就職者激励大会ヘ
行こう f

津軽グル メ食べ放題、 カラオ ケ、

ラッ キ 一 抽選会、他に、も っ とある よ一

日時 平成 6年 2月 24日(木)

午後 2時~午後 4時

場所 五所川 原市本町 33 五松苑

内容 激励のことば ・津軽グノレメ食べ

放題 ・カラオケのど自 '1長 ・ラッ

キ ー 抽 選 会 他

参 加費 無料

申し込み及び問い合わせ先

五所川 原 地 区雇用対策協議会

五所)11原市字敷島町 37-7 

宮 35-2570 (担当 ・成田)

※ 参加 生徒全員にデーターキヤノレ等

の記念品もあります。

主催 五所川 原 地 区 雇 用 対 策 協 議 会

後援 五所 川 原市



雇用保険加入者のみなさん 

受講奨励金制度をご利用ください 
資格取得、専門的知識の習得のため勉強されノ

る方には、雇用促進事業団から、経費の一部が

助成されます。 

助成の対象となる講座、労働大臣が指定した、 

通信・通学制の講座で 700のコースがあります一。 

例 社会保険労務士・行政書士・税理士・販売

士・宅州l建物取引主任者・ワープロ・コンピュ 

ータ・造園旅行管理技士等 

対象〇40歳以上の雇用保険の被保険者 0自分

で入学料」、受講料一を負担した方 〇労働大臣が

指定している教育訓練を受講し、修了した方

奨励金支給額 入学半＋、受講1斗の合計額の 2分

の1の額（10万円が限度） 

て 受給手続き・問い合わせ 

青森雇用促進センター 廿0177 - 77 - 1234 

3月の陸運支局は大変混雑します 
I 名義変更や廃車の手続きは、できる l 
Iだけ 3 月15日以前に済ませてください。」 

3月20日を過ぎますと、混雑がひどく、通常 

30分から半日程待っていただくことになります。 

3月は車検も大変混雑します一。早めに済ませ 

てください。 

受付時間 平日 〔土・日曜日、祝日を除く〕 

午前 8日寺45分～12時 午後 1時～4時 

問い合わせ 東北運輸局青森陸運支局 青森市 

大字浜FH字豊田139-13 雪 0177 一 39 - 1503 

印鑑登録証（カード）が 
新しくなります 

⑨月」鑑登録されブてすでに印鑑登録証（カード） 

印鑑登録証 	 をお持ちの方は、彩i 

しい印鑑登録証と引 

ノ＼ 	 替えになります。 

、 ．‘I 	 引替え期間 

③ 	
‘"“難平成6年2月21日から 

耳勾戎7年2月20日まで 
新登録証 	 1年間 

この期間内に印鑑登録証（カード）の引替えを

されない場合は、従前の登録は無効となります。 

印鑑登録証 （カード） の引替え場所 

＊本庁へ印鑑登録をされている方は市民課窓口へ

＊支所へ印鑑登録をされている方は支所の窓口へ

引替え印鑑が必、要になります 

@）代理人により引替えをされる場合 

月」鑑登録証（カード）及び代理人の印鑑を

持参させてーください。 

⑥新規登録及び改印の手続き 

新規に登録される方又はすでに登録されて

いる方で改印さ才しる方は本庁（市役所市民課） 

でのみ申請を受付ルゾとします。 

この制度改正は、従来の手書の証明書から

コンピュータによる処理を導入し、 より速く

正確に…という声におこたえするものです。 

印鑑登録証（カード）の引替えをされますと

証明書は本J亨、支所のどちらでも受領できます（ 

問い合わせ 市民課（内線 277-279) 

新登録証 

ノ二定面積以上の土地の売買には 、 、 
届出，＼ひわ勺、どjりり 
①監視区域 

    

    

  

●売買 ●代物弁済 

●交換 ●共有持分の譲渡 

●営業譲渡●地上権，賃借権の設定，譲渡 

●譲渡担保●予約完結権，買戻権等の譲渡 

 

 

都道府県等の規則で定める面積以上 

   

     

 

l監視区域は5年12月1日現在46都道府県12政令指定、 
、都市のうち1,210市区町村で指定されています。 ノ ※これらの取引の予約である場合も、事前に届出が必要です。 

②その他の区域 

	

（イ）．市街化区域 
	

（ロ）.（イ）を除く都市計画区域 
	

（ハ）．都市計画区域以外の区域 

	

2.000苗以上 
	

5,000 n?以上 
	

10,000m2以上 

届出等の行政文書が、平j戎 6年4月 1日からA4判化になります。 

くわしくは市役所企画調整課へおたずねください。電35 - 2111 内線315 

平成 6年 2月15日 8 

l 雇用保険加入者のみ問

受講奨励金制度をご利用ください|
資格取得、専門的知識の習得のため勉強され

る方には、雇用促進事業団から、経質'の一部が

助成 されます。

助成の対象となる講座、労働大臣が指定した、

通信・通学術IJの講座で 700のコースがあります。

例 社会保険労務士 ・行政件土 ・税理士・販売

士 ・宅地建物取引主任者 ・ワープロ ・コンヒュ

ータ ・造悶旅行管理技士等

対象040歳以上の雇 用保険の被保険者 o自分

で入学料、受講料を負担した方 0労働大臣が

指定している教育訓 練を受誠し、修了した)J

奨励金支給額 入学料、受講料の介計額の 2分

の 1の額 (10万円が限度)

受給 手続き・問い合わせ

青森l11tH促進センタ一 宮 0177-77 -1234 

l3月の陵運支局は大変混雑します|
( 名義変更や廃車の手続きは できる|

だけ 3月15日以前に済ませてください。1
3月20nを過ぎますと 、11副主がひどく、通常

30分から半日程待っていただくことになります。

3月は車検も大変混雑します。 l"r'-めに済ませ

てください。

受付時間 平 Il [土 .H曜日、祝 Hを除く〕

午前 8 時45分~12時午後 1 時~4 11、子

問い 合わせ 京北運 輸局汗森陸迎支品 -JF森市

大字浜田字豊田139-13 80177 -39 -1503 

|印鑑餓諒(カード)が
新しくなります I 

。 印 鑑 登 録 さ れ て す で に 印 鑑 登 録 証 ( カ ー ド )

rn 1.音1"1叫

新登録証

をお持ちの方は、新

し い 印 鑑 登 録 証 と 引

替えになります。

引替え期間

平!J.父6年 2月2111か ら

平成7年 2月20日まで

1土r-11¥J

この期川 内に印鑑登録証(カード)の引替えを

されない場作は、従liiiの登録は無効となります。

印鑑登録証〈カード〉の引替え場所

*本庁へ印鑑登録をされている方は市民謀窓口へ

*支所へ印鑑登録をされている方は支所の窓口へ

引替え印鑑が必要になります

。 代理人により引替えをされる場合

印鑑登録証(カード)及び代理人の印鑑を

持参させてください。

。 新規登録及び政印の手続き

新制に登録される方又はすでに登録されて

いる方で改印されるノyは本庁(市役所市民課)

でのみrp訪を受イ、j-¥t、たします。

こ の 制 度 改E は、従来の手書の証明書 か ら

コ ンビュータ による処理を導入し、より速く

正事雀に...と い う声に おこ た え す る も の で す。

印 鑑 登 録 証 ( カ ー ド ) の 引 替 え を さ れ ま す と

証明書は本庁、支所のどちらでも受領できますe

問い合わせ 市民課(内線 277~279)

/一定面積以上の土地の売買には h 
k 事前に届出が必要です。/

~I~!ðωi~19\J)1 地、 ト
①監視区域

白聞ヨ幅E謹言墨画lJf.rnJ匝副担胸苦痛 E官割腹・ー

-売買 -代物弁済

-交換 ・共有持分の譲渡

・営業譲渡・地上権，賃借権の設定，譲渡

・譲渡担保・予約完結権，買戻権等の譲渡
(監視区域は5年間1日現在4砧1世界fJi，UZ政令悦司
都市のうち1，210市似列「村で指定されています。 J ※これらの取引の f-約である場合も、事前に創出が必袋です。

②その他の区域
(イ)市街化区域

2，QQQrri以上

(ロ).(イ)を除く都市計画区域

5，QQQrri以上

議輔日

(ハ).都市計画区域以外の医域

1 Q， QQQrri以上

一旦一一一_JI12耐品ぷと魚崎輪、h

// f，ζ斗7トムー仁二i
応1出等の行政文書が、平成 6年 4月 1日から A4半IJ化になります。

くわしくは市役所企画調整説へおたずねください。 宮 35-2111 内線315

平成6年2月1511 8 



3月の保健センター相談日 

種 男リ 開 設 日 内 	容 

第1・第 3（金） 乳児・幼児の発 

3月 4 日・18日 達相談、育児の 
母と子一の 10日寺～12時 相談、お母さん 

木目談日 13時～15時 の悩みごと相談 
（第3 の午後は など 
予約相談て三す） 

第 2・第 4（金） 」血圧の相談、食 

3月11日・25日 事の相談、心身 
成人の 10時～12時 でご心配なこと 

木目談日 13時～15時 など 
（第4 の午後は 

予約相言炎です） 

予紅片目談は随時、電言舌て了受けイ寸けます。 

問い合わせ 保健環境課（内線268) 

財形教育融資 
雇用促進事業団では、財形貯蓄をしている方に、教育

資金の融資を行っております。 

対象となる費用 入学金、授業料、教科書代、居住費用など

対象となる教育施設高等学校、短大、大学、専修学校、各

種学校など 融資額財形貯蓄残高の 5 倍以内、限度額、 

進学資金（初年度）300万円修学資金（ 2 年度目以降）150 

万円 融資条件融資利率年 5.22％返済期間 8 年

以内 申し込み財形教育融資業務取扱店の掲示のある

銀行等金融機関 間い合わせ 雇用促進事業団、青森雇

用促進センター 〒030 青森市長島 2 丁目19番 1号 

青森東京海上ビル 7 階 廿0177 - 77 - 1234 

結核検診を受けましよう 

月日 地 区 場 	所 時 間 
申し込み・受診
票備え付け場所 

2
月
2
8
 （月
）
 
 

三 好 
コミュニテイ
センター三好 

9 : 30 
-10 :15 支 	所 

中 川 
コミュニテイ
センター中川 

10 : 30 
-11 :15 市役所 

毘沙門 
コミュニテイ
センター毘沙門 

13 : 00 
-13 : 45 支 	所 

飯 詰 
コミュニテイ
センター飯詰 

14 : 00 
-14 : 45 支 	所 

3
月
1
日
（
火）
 
 

松 島 
コミュニテイ
センター松島 

9 : 30 
-10 :15 市役所 

長 橋 
コミュニテイ
センター長橋 

10 : 30 
-11 :15 支 	所 

七 和 コミュニテイ
センター七和 

13 : 00 
---13 : 45 支 	所 

梅 沢 
コミュニテイ
センター梅沢 

14 : 00 
-14 : 45 支 	所 

3
月
4
日
（
金）
 
 

栄 
コミュニテイ
センター栄 

9 : 30 
-11 : 30 市役所 

旧市内 働く婦人の家 13 : 00 
-14 : 00 市役所 

旧市内 一
一
し

ュ
一
 
一

T
キ
ぐ

ぐ
、カ
ノ

コ
ン
 
イ

・
し
 

セ
ま
  

14 :15 
-15 :15 市役所 

申し込み 電話での申し込みは 2月23日まで。 

（当日、受診場所でも受けイ寸けます） 

★総合検診で、肺がん検診を受診されーた方は、 

この検診を受ける必要がありません。 

問い合わせ 市役所保健環境課（内線 272) 

交通災害共済受付中 年額350円 
家族そろって加入しましょう．ノ 

現在加入されブている方は、 3月31日で共済期

間が満期になりますので、早めに市役所民生部

総合サービス課または各支所へ申し込みくださ

い。特に、お年寄りや幼児の交通事故が増加し

ていますので、 まだ加入さ才していない方もご家

族そろって加入されるようおすすめします。 

ン加入できる人一五所川原市に住民登録をされノ

ている方 

）共済会費・期間ー年額350円（共済期間の途中

で加入する場合も同額です。） 

加入申し込みは、 2 月 1日から予約受付一い

たします。共済期間は、毎年4月 1日から始

まり翌年の3月31日で終わります。（途中で加

メ、される人は、加入の日から 3月31日まて三と

なります。） 

ンその他ー小・中学校の児童生徒については、 

各学校を通じて受イ寸をしています。保育所、 

職場、町内会、各種グループなど20人以上が

加入される場合は、団体の取り扱いをします。 

9 平成 6年2月15日 

共済見舞金の額 

災 害 の 程 度 等級 金 	額 

死 亡 し た 場 合 1 1,000,000円 

入院180 日
以上を含む 

2 150,000円 

実治療日数 
入院 90 日
以上180 日 (

J
 

 
130,000円 

180日以上で 
未満を含む 

入院90日未満 
月
吐
 

又は入院なき 110,000円 
ものを含む 

実治療日数 
入院 90 日
以上を含む 

5 80,000円 

90 日 以上 入院90日未満 
6
  

180日未満で 又は入院なき 60,000円 
ものを含む 

実治療日数60日以上90日未満 7 45,000円 

実治療日数30日以上60日未満 8 35,000円 

実治療日数10日以上30日未満 9 25,000円 

実治療 日 数 10 日 未満 10 15,000円 

|3月の保健センター栂談日[

種別 開設日 内 化?fi.

第 1・第 3(金) 乳児 ・幼児の発

3月 4日・18日 達相談、育児の
母と子の 10時~12時 相談、お母さん

キ日言炎日 13時~15時 の悩みごと相談

(第 3の午後は など

予約相談です)

第 2・第 4(金) 血圧の相談、食

3月 11日・25日 事の相談、心身

成人の 10時~12時 でご心配なこと

相談日 13時~15時 など
(第 4の午後は

予約相談です)

予約相談 は随時、電話で 受け付 けます。

問い合わ せ 保健環境課(内線268)

! 財形教育融資 I 

雇用促進事業団では、財形貯蓄をしている方に、教育

資金の融資を行っております。

対象となる費用 入学金、授業料、教科書代、居住費用など

対象となる教育施設 高等学校、短大、大学、尊修学校、各

種学校など 融資額 財形貯蓄残高の 5倍以内、限度額、

進学資金(初年度)300万円修学資金(2年度目以降)150

万円 融資条件 融資利率年 5.22 %返済期間 8年

以内 申し込み 財形教育融資業務取扱底の掲示のある

銀行等金融機関 問い合わせ 雇用促進事業団、青森雇

用促進センター 〒030青森市長島 2丁目 19番1号
青森東京海上ビル 7階 会 0177-77 -1234 

|結核検診を受けましょう E
月日 地区 場ー 所 時間

申し込み ・受診
票備え付け場所

三 好
コミュニアイ 9 : 30 

支 所
センタ一三好 ~10 : 15 

2 
コミュニアJイ11 10・30月 中川 市役所

28 センター中 ~11 : 15 

日
毘沙門 セコンミタユーニ毘ア沙門イ

13: 00 
支( 所

月 ~13 : 45 

飯詰 コミユニアきロイ土ロ 14 : 00 
支 所センター飯 ~14 : 45 

松島 コミユニア島イ 9 : 30 市 役 所
センター松 ~10 : 15 

3 
コミユニア橋イ 10: 30 月 長 僑 支 所
センター長 ~11 : 15 

日
コミユニア和イ 13: 00 

支( 七和 所
火 センタ一七 ~13: 45 

梅 沢
コミュニアイ 14: 00 

支 所センター梅沢 ~14 : 45 

3 栄 コミュニア栄イ 9 : 30 市役所

月
センター ~11 : 30 

4 Il::l市内 {動く婦人の家
13: 00 

市役所
日 ~14 : 00 
( 

金
旧市内

コミュニティセ 14 : 15 
市役所) 

ンターしきしま ~15 : 15 

申し込み 屯話 での 申し 込み は 2月 23日まで。

(当日、受診場所でも受け付けます)

女総合検診で、肺がん検診を受診された方は、

この検診を受ける必要がありません。

問い合わせ 市役所保健環境課(内線 272)

| 交通災害共済受付中 年額~~~IJ円 1 
家族そろって加入しましょう/

現在加入されている方は、 3月31日で共済期

聞が満期になりますので、早めに市役所民生部

総合サービス謀または各支所へ申し込みくださ

い。特に、お年寄りや幼児の交通事故が土問加し

ていますので、まだ加入 されていない方もご家

族そろって加入されるよ うおすすめします。

b加入できる人一五所川 原市に住民登録をされ

ている 方

仁〉共済会費・期間一年額350円(共済期間の途中

で加入する場合も同額です。)

加入申し込みは、 2月 1日から予約受付い

たします。共済期間は、毎年 4月 1日から始

まり翌年の 3月31日で終わります。(途中でカ11

入される人は、加入の 日から 3月 31日までと

なります。)

じ〉その他一小・中学校の児童生徒については、

各学校を通じて受付をしています。保育所、

職場、町内会、各種グノレープなど20人以上が

加入される場合は、団体の取り扱いをします。

9 平成6年2月15日

共済見舞金の額

災害の程度

死 亡 し た 場 合

入 院 180日
以上を含む

実治療日数
入院 90日
以上 180日

180日以上で
未満を含む

入院90日未満
又は入院なき
ものを含む

入院 90日
実治療日数 以上を含む

9 0日以上 入院90日未満
180日未満で 又は入院なき

ものを含む

実治療日数60日以上90日未満

実治療日数30日以上60日未満

実治療日数10日以上30日未満

実 治 療 日 数 10日未満

等級 金 額

1 1，000，000円

2 150，000円

3 130，000円

4 110，000円

5 80，000円 l

6 60，000円

7 45，000円

8 35，000円

9 25，000円

10 15，000円
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献血 
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方全員に、肝臓、腎

臓等の内臓機能の働きを調べる血液検査を行

レ、、後日糾i果をお知らせします。 

期 日 時 	間 場 	所 

2月24日 

（木） 

午市110時から
午前11時まて了 

正午から 
白二後 3時まて三 

漆川 
日立東部 

セミコンダクタ 
津軽工場敷負！l内 

す く す く 健診 
＞場所 市保健センター 受イ寸12 】 30 健診12 

:45 ン持参するもの 母子健康手帳、バスタ

オル。 3歳児には個人通知いたします。同封の

アンケートに記入して、尿を小ビンに入れノて持

参ください。※注意① 3 カ月健診に来れなかっ

た方は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査セッ

トを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓

口にもらいにきてください。（②病気療養中（特

に伝染性の病気）のお子さんはご遠慮ください。 

月 齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
H5年 

11月生まれ 

H6年 
3月 8 日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6力月児 
H5年 

8月生まれ 

3月15日 
（火） 

離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳児 
H5年 

2月生まれ 

3月28日 
（月） 

育児情報交換 
発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H4年 

9月生まれ 

3月22日 

（火） 

小児科・歯科診察、 
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

3 歳児 
H2年 

9月生まれ 

3月17日 
（木） 

小児科・歯科診察、 
尿検査、視聴覚検査
等 

乳幼児の発達や育児、悩みご’とは保健センタ 

ー “母と子一の相談日 （第 1. 3金曜日）”も御利

用くださし、。 

のびのび赤ちゃん・満1歳 

佐々木りかちゃん （田町） 

母・洋子さん 上の子が男の子で、 4月に

は 3歳になるのですが、 2 人とも元気いっぱレ、 

遊んでいます。なんでもよく食べ、 よく眠りま

すので、 このまま健康で、 明るい子に、 と願っ

ています。 

身も心もさっはり健康相談室 
ン内容 血圧相診ミ、病気の相談、心の相診乏 

健康についてのお話し 

）料金 無 料 

ン持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます。 

開催場所 開催月日 開催時間 おはなしのテーマと時間 

元町集会所 
2 月25日 

（金） 

10 】 
、 

12 : 

00 

00 

乳がん自己検査法の
ポイント 

(10 : 0O-11 : 00) 

桜田集会所 
2月25日 

（金） 

10 : 
、 

12 : 

30 

00 

笑ってできる頭の体
操 

(11 : 30-12 : 00) 

錦町集会所 
3月 1日 

（火） 

3
 
0
 
0
 
0
 

 

9
 
1
2
 

 

すわってできるさっ
ぱり体操 

(11 : 40-42 : 00) 

南新集会所 
3月1日 

（火） 

12 : 
、 

13 : 

30 

30 

婦人の健康 
～更年期にっいて～ 

(13 : 15-13 】 30) 

野里公民館 
3月 7 日 

（月） 

13 : 
5 

15 : 

30 

00 

身も心もはっらっ体 
操 

(14 】 30-15 : 00) 

コミュニテイ

センター中川 
3月 7 日 

（月） 

10 : 
、 

12 : 

30 

00 

笑ってできる頭の体 
操 

(10 : 30---10 】 40) 

前 田 野 目
公 民 館 

3月 9 日 

（水） 

12 : 
、 

13 : 

30 

30 

尿失禁でなやまない
ために 

(12 : 30-13 I 00) 

平成 6年 2月15日 10 

如月

市役所宮35-2官官'

E菰薗田E
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださ った方全員に、肝臓、腎

臓 等の内臓機能の仰jきを調べる血液検在を行

い、後 μ結果をお知らせします。

J羽 日 H寺 II¥J 考ι多fグf 月Ir
4二局1nOH寺カミら 漆川

2月 24円 午前11時まで IJ立東部
(オて) 正午から セミコンダクタ

午後 3時まで 津軽工場敷地内

| すくす く 健診 1 
じ〉場所 市保健センター受付 12: 30 他診12

45 [>持参するもの 件子健康手帳、パスタ

オノレ。 3歳児には俳|人過失"いたします。 同封の

アンケー トに記入して、尿を小ビンに入れて持

参ください。 ※注意① 3ヵ刀他診に来れなかっ

たえfは、 il/'粍芽細胞腫(小児がん) の検査セッ

トを、千とj寸乙健康手帳を持参のうえ保健民境課窓

口にもらいにき て ください。②病気械養中(特

に伝染性 の病気)のお 子さんはこ遠@:ください。

月齢 対象児 WI FI 二七な内森

H5年 H6fjミ 小児科診然、神経芽

3ヵ月児
11月生まれ

3月8日 細胞腫セ ット配布、
(火) 育児情報交換等

6力月児
H5年 3J-Jl5日 離乳食の試食

8月生まれ (火) 発達中Ili談 等

1歳児
H5fjーー 3月28日 育児情報交J奥
2月生まれ (刀) 発達キ11談等:

1歳 日4年 3月22日
小児科・歯科診察、
丈夫な歯と顎になる

6ヵ月児 9月生まれ (火)
ためのお話

H2年 3刀17日
小児科 ・歯科診察、

3歳 児
9月生まれ (木)

尿検査、視聴覚検査
《ィ内，z: 

乳幼児の発注や有川、悩みこ とは保健セ ンタ

ー “付と子の相 談t=1 (第 1、 3金曜日)"も御利

用 ください。

のびのび赤ちゃん・満1歳

佐々木りかちゃん (田町)

母・洋子さん 上の子が5Jjの子で、 4月に

は 3歳になるのですが、 2人とも元気いっぱ u、

遊んでいます。なんでもよく食べ、よく蹴りま

す の で 、 こ の ま ま 他 康 で、 明 るい-[.に 、 と願っ

ています。

|身も心もさっぱり 健康相談室 l
b内容 血圧相 談、州気のキ11談、心のキ11談

他府についてのお話し

じ〉料金 無料

仁>持参するもの 位 脱 手 帳 ( お 持 ちの方)

保健制がキ11談 に 応 じ ま す。

開催場所 /JFH持UJIJ 開催時/HIおはなしのテーマと時間11

2}-j 2511 10: 00 乳がん自己検公法の
元 111]"集会所

(金)
ホイント

12: 00 (10 : OO~ 11 : 00) 

2月25日 10: 30 笑操ってできる磁の体
桜 111集 会 所

(金) 12 : 00 (11 : 30~ 12 : 00) 

3月 1n 9 : 30 すは?わってできるさ つ
%¥聞rw会所

(火)
り体操

12 : 00 (11 : 40~12 : 00) 

3)~ 1 U 12 : 30 対人のJ弘9iT1成
1ヰj新w会 所

(火)
~吏年 について~

13 : 30 (13 : 15~ 13 : 30) 

3月 7fl 13 : 30 操身も心もはつらつ体
里JW.公民館.

(月) 15: 00 (14 : 30~ 15 : 00) 

コミュニティ 3月 711 10: 30 笑操ってできる政の体

センター中川 (月) 12 : 00 10 : 30~10 : 40) 

白lij 凹野日 3月9日 12 : 30 I );j(失禁でなやまない
1 ために l 

公民館(水) 113: 30 1 ''(I2':-30~13 : 00) 

平成6年2月1511 10 
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